












保健所における乳幼児健康診査の主な目的の 1つに疾病や異常状態の早期発見があり、必

要に応じ早期療育・早期治療への道を開かねばならない。今年度(1990 年)は,行政的に行

われている 3～4 ヵ月健診の場にて,何らかの異常を有し,「要経過観察」と判断された例

について後方視的(retrospective)に調査した成績を報告するとともに乳幼児健診におけ

るハイリスク児について考察し,これらのハイリスク児の追跡管理の項目について検討し

た。


